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   We report a case of chronic scrotal hematocele. A 94-year-old man complained of urine retention 
and a painless mass in the right scrotum. He had no history of trauma at the perinium. Tumor 
markers such as human chorionic gonadotropin,  fetoprotein and carcinoembryonic antigen were 
within normal limits. A transillumination test was negative. A right high orchiectomy was carried 
out after admission with the diagnosis of suspicion testicular cancer. The extracted mass measured 
85 X 60 X 75mm and contained old brownish black blood. The right testis was located separately from 
the mass and had a normal appearance. Microscopic examination revealed depositions of cholesterin 
crystals characteristic of chronic hematocele. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 543-545, 1996) 
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緒 言

陰嚢内における陳旧性血瘤は比較的稀な疾患であ

り,わ れわれの調べたかぎりでは自験例を合わせ本邦

30例の報告1)がみられる.今 回われわれは,術 前精巣

腫瘍 との鑑別が困難であった陳旧性陰嚢内血瘤の1例

を経験 したので文献的考察を加えて報告する.

症 例

患者:94歳,男 性

主訴:尿 閉,右 陰嚢内の無痛性腫脹

家族歴:特 記すべ きことな し

既往歴:陰 嚢部外傷,精 巣上体炎,尿 道炎の既往な

し.高 血圧に対 して数年来内服加療中.

現病歴:1995年8月25日 尿閉にて近医受診,カ テー

テ ル挿 入 困 難 で あ った の で当 科へ 紹 介 とな った.初 診

時外 来 にお い て もカテ ー テ ル挿 入 時 に抵 抗 が あ っ たが

16Frバ ル ー ン カ テ ー テ ル を挿 入 留 置 した と こ ろ,

1,100mlの 尿 を え た.陰 嚢 の腫 脹 に関 して は数 年 前

よ り自覚 して い たが,痛 み もな くそ の ま ま放 置 してい

た.

入 院時 現 症:体 格 中等 度,栄 養 良,表 在 リ ンパ節 触

知 せ ず 腹 部 膨 満 以 外 に は 理 学 的 異 常 所 見 を認 め な

か った.右 陰嚢 内容 は超 手拳 大 に腫 大 し表 面 平滑 で一

部骨 様 の 硬 い部 分 を含 み,圧 痛,透 光性 は示 さず,精

巣上 体 との 境界 は不 明 瞭 で あ った.左 陰嚢 内容 は年齢

相応 の萎 縮 は認 め るが 精 巣 の確 認 は可 能 で あ った.

検 査 所 見:検 尿;蛋 白(±),糖(一),潜 血(±),

沈 渣 異 常 な じ,血 算,血 液 生 化 学 検 査,腫 瘍 マ ー

カー,出 血 凝 固 系 に特 に異常 は認 め なか った.
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超音波所見:右 陰嚢内容は内部エコーが不均一な像

を呈 し,高 エコーを呈する被膜に被われており右精巣

は明確には確認できなかった.以 上より右精巣腫瘍 を

否定できず1995年8月26日 右高位精巣摘除術を施行 し

た.

手術所見:腰 椎麻酔下で,右 鼠径部切開を行い,内

鼠径輪の部位で精索を遊離し,こ れに血管テープをか

けて精管および血管束を結紮切断 したうえで,陰 嚢内

容を創外に脱出させた.腫 瘤 と精巣との境界は明瞭で

あり精巣や周囲への浸潤は認められなかった.腫 瘤は
一部嚢胞様で骨化を伴う厚い被膜に被われ,内 容は黒

褐色の乾酪様物質で満たされていた.

病理所見:摘 出腫瘤先端部に30×20×20mmの 年

齢相応の萎縮 を示す精巣が認められ,被 膜 を介 して

85×60×75mmの 凝血塊を内容とする嚢胞が見 られ

る.壁 は石灰化,一 部は骨化 を伴う.凝 血は陳旧で,

コレステリン析出,異 物巨細胞,マ クロファージが多

数出現 し動脈硬化性のaneurysm様 外観を呈してい

る.以 上より総鞘膜内に発生した陳旧性陰嚢内血瘤 と
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考 え られ た.

考 察

陰嚢血瘤は精巣固有鞘膜腔内血液貯留と定義 されて

いる.通 常陰嚢内の血液貯留は急性の変化 として認め

られることが多い.一 方本症例のように慢性の経過を

とるものは少な く陳旧性陰嚢内血瘤と呼ばれている.

われわれの調べえたがぎり,本 邦では青木らnに より

29例報告されており,自 験例 は30例 目である.い ずれ

の場合も陰嚢内容の腫大以外に痙痛などの症状を伴わ

ないため差恥心により受診の機会が遅れることが多

く2'3),報告されているものでは陰嚢部の腫脹を自覚

してから最長23年 間経てからの受診もあ り4),し かも

その症例の主訴は排尿障害であった。実際自験例にお

いても主訴は尿閉であ り,診 察にいたるまでに陰嚢腫

脹についての本人からの訴えはまった くなかった.本

疾患の発生原因としては外傷性,局 所性炎症,新 生

物,あ るいは動脈硬化,糖 尿病,な どの基礎疾患に基

づ くものが考えられるが1),実 際に基礎疾患の確認が

あるものは少なく本邦では北浦らが約40年前の陰嚢部

打撲の確認 を記載 してあるのみである5)

自験例 を加えた本邦30例 の初診時の年齢の平均は

67.5歳 で比較的高齢者に多く患側は左が22例,右 が8

例と左側に多い.患 側については青木らは,解 剖学的

に左精巣静脈が腎静脈に流入 していることが関与 して

いる可能性を述べている1)罹 病期間はほとんどが10

年以上経過してお り,こ れは先に述べたとおり受診の

機会が遅れるためであると考えられる.

診断に関しては精巣腫瘍などの陰嚢内腫瘤 との鑑別

が最 も重要であるが,た とえ腫瘍マーカーの上昇を認

めず とも触診において腫瘍を硬 く触知し透光性や波動

性を認めない場合,鑑 別診断するのは非常に困難であ

ると思われる.画 像診断学的には,超 音波断層法が有

用 で あ る と考 え られて お り6'lo>,Schafferl1)や

Cunningham12)に よると急性の陰嚢内出血の場合は

内部エコーが不均一 とな りその後経時的に均一なエ

コー像に変化するとしている.し か し本邦に散見され

る長期経過した陰嚢内血瘤のエコー像ではいずれも不

均一で一定していない.自 験例においても確定診断に

は至 らず精巣腫瘍が完全に否定できなかったため高位

精巣摘除術 を施行 した.

結 語
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嚢胞壁の一部に骨化を伴う陳旧性陰嚢内血瘤の1例

について報告 した.自 験例は本邦30例 目と考えられ

た.
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